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( 宜野湾市立野球場 )
「ユニオンですからスタジアム宜野湾」

(宜野湾市立多目的運動場)
「ユニオンですからドーム宜野湾」

(宜野湾市立投球練習場)
「ユニオンですからブルペン宜野湾」

宜
野
湾
市
に
お
い
て
、
か
ね
て
よ

り
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
、
宜
野
湾

海
浜
公
園
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
こ
の
度
「
株
式

会
社
野
嵩
商
会
」
さ
ま
に
決
定
い
た

し
ま
し
た
！！

令
和
6
年
2
月
1
日
よ
り
、
宜
野

湾
海
浜
公
園
内
、
宜
野
湾
市
立
野
球

場
の
名
称
が
「
ユ
ニ
オ
ン
で
す
か
ら

ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
」
と
し
て
供
用

が
開
始
さ
れ
ま
す
！

少
年
野
球
か
ら
草
野
球
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
広
く
市

民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
ほ
か
、
プ

ロ
野
球
春
季
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
横
浜
D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

を
応
援
す
る
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
で
賑

わ
い
を
見
せ
ま
す
！

新
し
い
愛
称
と
な
っ
た
「
ユ
ニ
オ

ン
で
す
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、「
公

共
施
設
の
名
前
を
付
与
す
る
命
名

権
と
、
付
帯
す
る
諸
権
利
」
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

公
共
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
利
用
者
の
多
い
場
所
に
企
業
名

や
社
名
ブ
ラ
ン
ド
を
付
け
る
こ
と

が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
、
県
内

で
は
那
覇
市
の
「
沖
縄
セ
ル
ラ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
那
覇
」
が
有
名
で
す
。

公
共
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な

ど
、人
が
集
ま
る
場
所
に
愛
称
を
付

け
る
こ
と
で
、企
業
や
商
品
の
認
知

度・ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る

宣
伝
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

宜
野
湾
市
で
は
、
引
き
続
き
公

共
施
設
に
対
す
る
愛
称
（
ネ
ー
ミ

ン
グ
）
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

市
が
指
定
す
る
対
象
施
設
の
ほ

か
、
企
業
さ
ま
か
ら
〝
愛
称
を
つ

け
た
い
施
設
〞
の
提
案
も
募
集
す

る
予
定
で
す
。

宜
野
湾
市
の
公
共
施
設
に
企
業

名
や
商
品
名
に
ち
な
ん
だ
愛
称

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
）
を
つ
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

域
の
皆
さ
ま
に

愛
さ
れ
る
施
設
に
！

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

っ
て
な
に
？

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
の
？

ネど

地

　　　　　　　　　　　　　　

株
式
会
社
野
嵩
商
会
は
、
創
業
の

地
、
宜
野
湾
市
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
頂

き
た
い
と
言
う
想
い
で
『
ユ
ニ
オ
ン

で
す
か
ら
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
』
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
ハ
ッ

ピ
ー
で
つ
な
が
る
企
業
を
目
指
し
て

行
き
ま
す
。ユ
ニ
オ
ン
で
す
か
ら
！

利
用
す
る
皆
さ
ま
へ

野
嵩
商
会
さ
ま
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

ネーミング

ライツ
ニックネーム　　ネーミング

ライツ
ニックネーム　　 こみゅにてぃ見聞録こみゅにてぃ見聞録市の動きやまちの最近の

出来事をお届けします！
市の動きやまちの最近の
出来事をお届けします！

Photo News
Photo News

緑あふれるまちを目指して
宜野湾市はごろも緑花会より寄附金贈呈

12
13

空手を通して子どもたちと向き合う
金城華奈子先生　沖縄県民体育大会にて優勝！

12
11

嘉数小学校で教員を務める金城華奈子さんと関係者が市役
所を訪れ、「第75回沖縄県民体育大会　空手道　壮年女子形　
競技の部」にて、見事優勝したことを報告しました。金城さんは
「空手に力を注ぎながら、学校では、その力をバネに子どもた
ちと関わっています。今回の結果は、空手の先生方、そして学校
の先生方の力をお借りして、出せた結果だと思います」と優勝
への思いを語りました。

市役所において、宜野湾市はごろも緑花会(森根清昭代表理
事)より、寄附金100万円が宜野湾市へ贈呈されました。地域
社会貢献活動の一環として、庁舎内の緑化整備に役立ててほ
しいとの思いから、寄附の運びとなっており、森根代表理事は
「市役所の緑化景観向上の一助として、市役所を訪れる利用者
の皆さんを、花と緑で出迎えることに活用していただけたら幸
いです」と思いを語りました。

プロサッカークラブFC琉球U-18に所属する宜野湾市出身
の幸

こう
喜
き
祐
ゆう
心
しん
選手と関係者が市役所を訪れ、幸喜選手が2024

シーズンより同クラブのトップチームへ昇格することを報告しま
した。幸喜選手は「まずは試合に出場し、勝利に貢献すること
を目標として頑張っていきたいです。そしてチームに欠かせない
存在となって、世界で活躍する選手を目指していきたいです」と
抱負を語りました。

世界で羽ばたく選手に！
幸喜祐心選手　FC琉球トップチームに昇格

12
22

宜野湾高等学校にて、2年生を対象に「認知症サポーター養
成講座」が開催されました。講師には、沖縄県認知症キャラバ
ン・メイトの大城大悟さん(有限会社ケアステーションマナ代表
取締役)を招き、認知症に関する正しい知識や対応方法などを
学びました。受講した生徒からは「認知症の方々の意志も尊重
しながら、自分に出来ることから始めていきたいです」などの
感想が寄せられました。

まずは、自分に出来ることから
宜野湾高校　認知症サポーター講座

12
15

女性の地位向上と社会参加を促進
「翼の会ぎのわん」海外研修参加を報告

12
12

翼の会ぎのわんの皆さんが市役所を訪れ、沖縄県女性海外セ
ミナー第40期事業の参加報告を行いました。同会は、海外セミ
ナーなどの研修事業を通して、女性の社会進出を促進し沖縄県の
男女共同参画社会の実現に寄与することを目的として活動してい
ます。研修でベトナムを訪れた喜瀬涼子さんは「ベトナムは、女性
の地位向上について組織的に活動を行っており、日本の社会環境
にどう反映できるかを考えさせられました」と語りました。

市役所において、カフェ・ユニゾン(三枝克之代表)より、4回
目となる食料品の寄贈をいただきました。また、普天間3区の
子どもたちが市役所を訪れ、約3年半という長い間、お弁当配
食支援を実施してくれたカフェ・ユニゾンへ、感謝の言葉を伝
えました。三枝代表は「困っている方々に、どのようにして地域
で手を差し伸べていけるのかを考えていく世の中になってほし
いと思います」と語りました。

長年にわたる支援、心より感謝申し上げます
カフェ・ユニゾンより食料品寄贈式

12
21
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